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三重CST養成プログラム

三重大学

三重県教育委員会

津市教育委員会、四日市市教育委員会 亀山市教育委員会、尾鷲市教育委員会

いなべ市教育委員会、桑名市教育委員会、鈴鹿市教育委員会、

大台町教育委員会、松阪市教育委員会、名張市教育委員会、伊賀市教育委員会

志摩市教育委員会、紀北町教育委員会

伊勢市教育委員会、鳥羽市教育委員会、熊野市教育委員会、多気町教育委員会

菰野町教育委員会、紀宝町教育委員会

http://www.pref.mie.lg.jp/index.shtm


CST事業（理数系教員養成拠点構築事業）

JST(科学技術振興機構） 平成２１～２４年度に採択 １６機関

実施機関は支援期間終了後もCST事業を継続

http://www.pref.mie.lg.jp/index.shtm


CSTの育成による理科授業支援体制の構築

理科教育の中核的役割を担う小中学校教員（CST：コア・サイエンス・

ティーチャー）を養成するとともに、地域でCSTが活動する場としての

拠点校（CST拠点校）を設置し、CSTは以下のような活動を行い、地

域の理科教育の充実、発展に貢献する。

 研修会の講師を務める
 地域や学校の研修会を企画、運営する
 新しい教材や指導法を開発、紹介する
 地域の教職員への助言、支援、情報提供を行う
 地域の理科教育の拠点校として、在籍校の環境整備をする

 学会や研究会で実践成果の発表を行うとともに、外部資金の
獲得に努める

 一般市民向けの科学啓発活動の企画・運営に関わる

平成２４年度 理数系教員(コア・サイエンス・ティーチャー)
養成拠点構築事業プログラム
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三重ＣＳＴ養成プログラムの継続

 事業期間（平成２４～２７年度）
 平成28年、29年度： 事業経費は三重大学と三重県教育委員会
 平成30年度から： 三重大学と三重県教育委員会

「ジュニアドクター育成塾」事業とともに実施

◯ 三重大学
「地域理数教育推進室」の設置（平成30年度）
事務補佐員 ２名 （週３日、週4日午前）
事業経費 印刷経費、講師謝金、通信費
養成プログラムの実施
プログラム受講者の評価・認定

◯ 三重県教育委員会
受講者募集
受講者の交通費
プログラム受講者の評価
CSTを活用した研修会等の開催

◯ 企業等

中部電力（研修講座等）、啓林館（資料等）、大日本図書（資料等）
中部科学技術センター（イベント等）
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ＣＳＴのグレードと認定の概略

教育学研究科
理数・生活系教育領域

（２年履修）

教育学研究科
理数・生活系教育領域

（長期履修生）

理工系学部卒業
小中学校の免許取得

希望者

教育学部卒業
小学校・中学校（理科）

免許取得者

Ⅰ種ＣＳＴ

Ⅰ種ＣＳＴ
プログラム（１年）

Ⅱ種ＣＳＴ
プログラム（２年）

Ⅱ種ＣＳＴ
教育現場での
実務経験
（５年以上）

CSTとして教育現場で活動
（３年以上）

小・中学校（理科）
現職教員

CST独自プログラム
三重大学で実施
年間3回程度

（土曜日9時～16時）

勤務校や地域で実施

理科教材開発Ⅰ （3hＸ2回）

理科教材開発Ⅱ （3hＸ4回）

理科室の運営と活用

科学啓発活動の実践

学会・研究会での発表

研究授業の実践

研修会の実践

応募書類の作成

観察実験指導法 （3hＸ4回）

ジュニアドクター育成塾
年間4回程度

（土曜日13時～16時）
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ＣＳＴプログラムの一例

インタラクティブ・シミュレータ
PhET（The Physics Education Technology Project）

データロガー
各種センサーの利用

理科におけるICTの活用

理科室の運営と活用

ＣＳＴの勤務校（拠点校）の理科室

研究授業の実践

教育センターと大学教員による
研究授業参観と授業評価

タブレット機能を生かしたアプリ

教材開発

植物観察に関する教材開発
動物の構造と機能に関する教材開発
物理実験に関する教材開発
企業連携による講座

科学啓発活動

青少年のための科学の祭典
県内4か所
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認定基準

・受講状況

・成績（特に研究授業）

・中間報告会（３月、９月）

・自己評価

認定式
・３月に山本理事より授与

ＣＳＴ認定式

http://www.pref.mie.lg.jp/index.shtm


ＣＳＴ養成プログラム

2か月に１回程度
土曜日９時～６時
三重大学

科学の祭典等

勤務校等

科目名 内容 Ⅰ種ＣＳＴ Ⅱ種ＣＳＴ 備考

1 理科実験演習 教育科学総合研究
3ｈｘ15回

45h
大学院授業

2
理科教材開発Ⅰ ICT機器を取り入れた

授業づくり
3ｈｘ2回

6h
3ｈｘ2回

6h
独自プログ
ラム

3
理科教材開発Ⅱ 小・中学校の教材・教

具の開発
3ｈｘ4回

12h
3ｈｘ4回

12h
独自プログ
ラム

4
観察・実験指導法 小中学校科学クラブの

指導法
3ｈｘ4回

12h
3ｈｘ8回

24h

ジュニアド
クタープロ
グラム

5 理科室の運営と活用
理科室の環境整備、安
全管理

3ｈｘ4回
12h

3ｈｘ2回
6h

現職教員は
勤務校

6 科学啓発活動の実践 科学イベントへの出展
6ｈｘ1回

6h
6ｈｘ2回

12h

7 理科授業研究 研究授業の参観と省察
3ｈｘ4回

12h

8 理科特別研究Ⅰ 学会・研究会での発表
１回
12h

１回
12h

9 理科特別研究Ⅱ 研究授業の実施
１回
12h

勤務校

10 理科特別研究Ⅲ 研修会の実施
１回
12h

勤務校また
は教育委員
会等

11 理科特別研究Ⅳ
教育助成に関する申請
書の作成

１回
12h

勤務校

96h 129h合計

ジュニアドクター
講座 会場校

http://www.pref.mie.lg.jp/index.shtm


ＣＳＴ認定者（平成３１年３月）

共同実施機関
Ⅰ種CST Ⅱ種CST

合計
小学校 中学校 小学校 中学校

桑名市 1 1 1 3

いなべ市 1 1 2

菰野町 1 1

四日市市 7 4 11

鈴鹿市 3 1 4

亀山市 2 1 1 4

津市 5 4 1 1 11

松阪市 2 2

多気町 1 1

大台町 1 1

伊勢市 2 2

鳥羽市 1 1

志摩市 1 1

伊賀市 1 1 2

名張市 1 1 2

尾鷲市 1 1

紀北町 1 1

熊野市 1 1 2

紀宝町 1 1

附属 3 3

合計 29 21 4 2 56
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平成３０年度ＣＳＴによる研修会等の活動

◯ 研修会

科学の勤務校や地域で開催 プチ研修会の実施

◯ 科学啓発活動

科学の祭典（三重大学、亀山、紀北、名張） 三重県で20年目

◯ 三重県教育委員会における理科支援 （延べ２０名のCST)

授業づくり（中学校）

小学校理科基礎実験研修

ネットDE研修の収録 すぐに使える小学校理科基礎実験

◯ 教育実践発表

全国小学校理科教育研究会（茨木）
CST４名が参加、授業分科会の指導助言者、および学年別分科会の発表者

全国中学校理科教育研究会（兵庫）
CST１名が発表

◯ その他
平成30年4月より、１名が教頭、２名が指導教諭、２名が教職大学院

教頭 ２

主幹教諭 １

指導教諭 ６

県教委 ２

市教委 １

その他の県職 １
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令和元年度ＣＳＴによる研修会等の活動

◯ 研修会

科学の勤務校や地域で開催 プチ研修会の実施

◯ 科学啓発活動

科学の祭典（三重大学、亀山、紀北、名張） 三重県で21年目

◯ 三重県教育委員会における理科支援 （延べ２０名のCST)

授業づくり（小学校） 授業づくり（中学校）

小学校理科基礎実験研修

ネットDE研修の収録 すぐに使える小学校理科基礎実験

◯ 教育実践発表

全国中学校理科教育研究会（秋田）
CST１名が発表

◯ その他

教頭 ２

主幹教諭 １

指導教諭 ６

県教委 3

市教委 2

その他の県職 １

教職大学院 ２

http://www.pref.mie.lg.jp/index.shtm


ＣＳＴ受講者（平成３１年４月）

・令和元年度からの現職教員新規受講者は７名
・中学校教員はクラブ活動と重なり、参加できないことが多い

・ＣＳＴが活躍する一方で、ＣＳＴになると負担が大きいという管理職の声も・・・
・ＣＳＴの研修担当教科が理科でなくなり、地域でＣＳＴとしての活動ができない
・管理職になり、理科の研修担当ができない

小学校 中学校 小学校 中学校
四日市市 1 1 2

菰野町 1 1

松阪市 1 1* 2

伊勢市 1 1+1* 3

玉城町 1* 1

紀北町 1* 1

附属 1 1

（大学院生） 9

合計 4 7 209

共同実施機関
Ⅰ種CST Ⅱ種CST

合計

9**

＊ 過年度受講生
＊＊大学院生は５名が皇學館大学
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14https://www.jst.go.jp/cpse/fsp/about/index.html

科学技術イノベーションを牽引する傑出した人材の育成に向けて、理数・情報分

野の学習等を通じて、高い意欲や突出した能力を有する小中学生を発掘し、さら

に能力を伸長する体系的育成プランの開発・実施を行うことを支援します。

JST「次世代人材の育成事業」の一つとして平成29年度からスタート



企画名： 三重ジュニアドクター養成プログラムによる未来の科学者育成

実施機関： 国立大学法人 三重大学

連携機関： 三重県教育委員会、三重県総合博物館、鈴鹿工業高等専門学校、鈴鹿医療科学
大学、皇學館大学、四日市大学、津市教育委員会、四日市市教育委員会、亀山
市教育委員会、尾鷲市教育委員会、桑名市教育委員会、いなべ市教育委員会、
鈴鹿市教育委員会、大台町教育委員会、松阪市教育委員会、名張市教育委員会、
志摩市教育委員会、紀北町教育委員会、伊賀市教育委員会、 伊勢市教育委員
会、熊野市教育委員会、多気町教育委員会、 鳥羽市教育委員会

実施期間： 平成３０～３４年度（５年間）



実施機関名： 国立大学法人 三重大学
企画名 三重ジュニアドクター養成プログラムによる未来の科学者育成

【特色】
 三重県内で科学研究に強い関心を持つ児童生徒を対象に、観察・実験等を通
じて科学的思考を深めていく環境を提供し、研究意欲を増進

 三重大学における４つの地域拠点サテライトや県内高等教育機関（皇學館大
学、鈴鹿医療科学大学、鈴鹿工業高等専門学校、四日市大学）との連携に
より、三重県内５つのエリアでプログラムを実施

 三重県教育委員会、市町教育委員会、県総合博物館の支援により三重県内
での科学者人材を養成

 教育学部における授業の一環としてメンターを養成して、受講生をサポート
 プログラム修了後も受講者専用サイトを通じた「三重ジュニアドクターネットワーク」
で交流を継続

【企画概要図】 【活動の様子】

観察実験講座 プレゼンテーション講座 SSH校での研究成果発表

修了証書授与式



三重CST養成プログラム
三重ジュニアドクター

育成塾

受講生

プログラム 受講者

CST教員

三重大学 三重県教育委員会

皇學館大学
鈴鹿医療科学大学
鈴鹿高等専門学校
四日市大学

市町教育委員会

高等教育コンソーシアムみえ

SSH

発掘

メンター
受講

プログラム

参加


